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信州で暮らす久喜雄司（水上恒司）と夕里子（山下美月）の元に戦死した先祖の久喜貞市の日記が届く。

最後のページに綴られていたのは「ヒクイドリ、クイタイ」の文字。
その日を境に、墓石の損壊、祖父の失除など、幸せな夫婦の周辺で不可解な出来事が起こり始める。

超 常 現 象 専 門 家 ・ 北 斗 総 一 郎 （ 宮 舘 涼 太 ） の 力 を 借 り て 探 っ た 先 で 知 る 、 驚 樗 の 真 相 と は -
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原作は謎と怪異が交錯する展開から誰も予想し得ないクライマックスを迎える同名小説。
その斬新さが評価され令和初となる第 4 0回横溝正史ミステリ＆ホラー大賞く大賞＞を受賞した。

｢空飛ぶタイヤ』の本木克英監督、『ラーゲリより愛を込めて』の脚本家・林民夫という盤石のヒットメイカーがタッグを組み、
『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら｡」の水上恒司、『山田ぐんとLv999の恋をする』の山下美月、
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ストと共にかつてない驚きが待ち受けるミステリーを創造した。
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